
式辞を述べる森本正夫学長

札幌パークホテルにおいて行われた入学式（4月3日）

北国の春のこの佳き日に、北海学園
の理事・監事・役員の方々、また設置
校の北海学園大学の学長木村和範先生、
北海高等学校の校長北明邦雄先生、北
海学園札幌高等学校の校長大久保正先
生をはじめ、多数のご来賓の皆様のご
臨席をいただき、ここに北海商科大学
の新入生174名と交流校である中国山
東大学威海分校と中国煙台大学からそ
れぞれ6名、計12名、韓国大田大学校
から4名の留学生、また、東アジアの
時代を見据え、流通、観光、経営分野
の高度な専門的知識・能力を備えた人
材育成を目指し、昨年度開設しました
大学院商学研究科4名、合わせて194
名の入学式を、保護者、関係者の皆様
とともに挙行できますことは、私ども
教職員一同が深く喜びとするところで
あります。

東京以北で最大の都市、人口190万
人を擁する札幌市の豊平区で、地下鉄
に直結した恵まれた都市環境のもとに
開学して七年目を迎えました。

この北海商科大学の新たな歴史は、
きょう入学された皆さんが、築き上げ
て行くものです。教職員一同も、優れ

た成績で入学した皆さんと独自の校風
を作って行くことを楽しみにしており
ます。

北海商科大学は新しい大学です。母
体である北海学園の歴史は古く、創立
は127年前の明治18年にさかのぼりま
す。現在、北海学園は、北海学園大学
と大学院のほか、北海高校と北海学園
札幌高校を設置しており、1万2千名
を有する学生生徒が日夜勉学に励み、
また課外活動に精を出しています。学
園全体の卒業生は15万名ほどにもな
り、道内はもとより、全国各地、さら
に海外でも活躍しております。きょう
皆さんは、その北海学園の仲間として
迎えられたわけです。

新入生の皆さんは、新しいアジアの
時代のグローバル化を見据えた言語・
文化・社会及び国際関係を中心に学び
幅広い問題意識から商業活動に欠かせ
ない基本となる知識を広く深く学び、
経済学部や経営学部とはまた違った、
実践教育にも力を入れて展開しており
ます。

特に最初は、皆さんの将来に役に立
つ外国語の教育と異文化の理解に力を
入れています。

本学の海外の教育研修交流姉妹大学
は、北海道の姉妹州のカナダのアル
バータ州南部にあり、三十一年の交流
実績があるレスブリッジ大学、中国で
は沿岸部の風光明媚な山東半島にある、
山東大学威海分校と煙台大学、韓国で
は札幌市と姉妹都市になりました、昔
の百済王国の地にある大田広域市の大

田大学校がすでにそれぞれ皆さんを受
け入れる準備を整えています。皆さん
は、アジアの時代にアジアの若者たち
と新しい大学で学ぶことになるわけで
す。

さて、大学とは広く知識を学び、真
理を探求するところです。基礎的な教
育もあれば専門的な研究もありますが、
総じて、教育研究の機関として、人類
の学問的文化的遺産を、次の世代に伝
達し継承するという、公共性の高い社
会的使命を負っています。そうした大
学で学ぶことは人格形成にもつながり
ます。そのため本学では多彩なカリ
キュラムを用意しております。

特に、少人数教育を重視し、研究と
教育を統合する人材育成システムを目
指しています。また、語学、情報管理、
観光、貿易通商、社会行政などの分野
で高度な技能と資格の取得を目指すな

ど、学問を通して実践的教育を実現し
て行くカリキュラムを特徴としており
ます。

私は常々、大学教育の真髄は、学問
を通じての、教師と学生との人間的一
体化であると思っております。ゼミ
ナールを通じての、教授と学生との学
問に関するやり取りを通じて、皆さん
の人格形成がなされるものと期待して
おります。歴史ある北海学園の、恵ま
れた環境の中で、学生生活を大切にし、
課外活動や社会活動にも積極的に取り
組んでいただきたいと願っております。

新入生の皆さんにおかれましては、
きょうの入学式の喜びを忘れず、これ
からの学生生活に反映させてください。
明日への飛躍を確かなものとするよう、
皆さんが健康に留意し、四年間精一杯
努力することを期待して学長の式辞と
いたします。

平成24(2012)年度入学式が4月3日、
札幌パークホテルにおいて、大学院修
士課程4名、学部生174名、交換留学
生16名、合わせて194名の新入生を迎
え、多くのご来賓、ご家族のみなさん、
教職員の列席のもとに挙行されました。

｢アジアの時代にアジアを学ぶ」と
いう本学の教育目標のもと、本学の存
在意義、評価は年々高まっています。
式場は歴史ある北海学園の新たな仲間
としてその一歩を踏み出した新入生の、
晴れやかな息吹に溢れていました。
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アジアの時代に、アジアを学ぶ。

平成24年度入学式挙行

12
2012..6.15



⃝完成した平成23年度卒業記念アルバム（6月発行）写真上：卒業集合写真、写真左から森本学長による卒業証書・学位記授与、「送る会」での阿部商学部長によるエール、会場前で記念撮影

グローバル化が進む北海道の発展の
ためには、アジアとの連携は不可欠で
す。アジア地域の経済・社会を分析し、
北海道の観光産業とビジネスを中心と
した地域戦略を構想できる人材を育成
する本研究科の使命は極めて大きいも
のがあります。2011年4月に開設した
大学院商学研究科ビジネス専攻修士課
程には、本年度新たに４名が入学しま
した。本学はこれまで語学を身につけ、
異文化コミュニケーション能力を高め、
グローバルに活躍する人材を輩出して
きました。本年度初めての修了生を出
すことになる大学院においても、地域
社会からの期待に応えられる人材を育
成できるよう、高度な専門教育体制を
一層充実させていきます。

昨年度までの入試・広報センターか
ら教務センターを担当することになり
ました。教務センターは入学から卒業
までの勉学に関する全般をサポートす
る組織です。新入生は語学、留学、資
格取得・実務能力習得、そして高校生
とは異なる大学生にふさわしい能力を
身に付けようという強い意欲を持って
います。教務センターは学生1人1人
の卒業後の進路を見据え、目標に向
かって効率よく学習を進められるよう、
全ての側面をサポートするとともに、
カリキュラムや学習のシステムに不都
合が無いかを不断に点検し、修正ある
いは改善を行っていきます。少人数教
育のメリットを最大限に生かし、理想
のシステム構築を目指します。

札幌キャンパスでの開学から7年を
向える本学は、語学を身につけ、異文
化コミュニケーションを実践しうる人
材が輩出され、この特色ある教育は、
今や「アジアを学ぶ大学」として社会
的評価を受けるようになってきました。
近年の日本をとりまく急激な環境変化
のなかでは、学生はかつてないほどに
多様化対応力が必要です。伝統的「知
識伝授の場」の大学から、さらに実践
力を発揮できる人材の育成が国内外か
ら求められています。

今後も、これまで以上に学部教育の
深化発展を目指し「アジアの時代」に
相応した幅広く深い知識と研究能力に
加え、より高度な教育研究体制による
人材育成を強化してまいりたいと思い
ます。

｢アジアの時代にアジアを学ぶ」と
いう本学の基本理念に基づき、本学の
学術機能も特色ある整備に努めていま
す。これまで国際学術交流、アジア学
術文献資料の蓄積、東アジアを基本
テーマとした公開講座の開催、東アジ
アのビジネスに主眼をおく大学院での
教育研究など、地道ではありますが着
実な整備を進めております。新しい時
代を担う人材育成には、これまでの機
能の蓄積を糧にさらに新規の学術的機
能を身に着けさせる努力が必要です。
それへの挑戦なくして直面する課題を
突破することは困難でありましょう。
これまで以上に特色ある学術機能の向
上を推進してまいります。

本学は「アジアの時代にアジアを学
ぶ」を目標に掲げ、日々、教育と研究、
社会活動などに取り組んでいます。そ
の成果を高等学校はもとより、広く社
会に発信して、本学への理解や共感の
輪を拡げていくことが、意欲的な志願
者の増加につながるものと思います。

そのため、広報では本学の教職員と
学生が織り成す輝く取り組みについて、
分かりやすく紹介し、本学への信頼が
一層確かなものとなるよう努めます。

また、入試では本学の教学ポリシー
に関心を持ち、グローバルに活躍する
人材を募るため、公正かつ適切な入学
者選抜業務に努めるとともに、常に時
代の要請に応える入試制度の改善が図
られるよう地道な活動を進めて参りま
す。

昨年度のキャリア支援センターの活
動については比較的順調に推移したも
のの、次のような改善に努めてまいり
ました。経団連が倫理憲章を見直した
ため、例年よりも2カ月遅れの解禁と
なりました。これに対して本学では、
早くから学生の就職支援のために北海
学園大学との共同で、就職支援システ
ム「ミナトコム」を導入しています。

学生は「ミナトコム」を活用し、就
職希望地域や職種・業種などに応じた
企業情報や求人情報を学外や自宅に居
ながらリアルタイムで取り出すことが
可能になりました。超就職氷河期とい
われる就職戦線を乗り越えるために、
キャリア支援センターではいつでも学
生諸君の相談に対応できるよう万全の
態勢を整えています。

OECD調査によると、2009年の世
界の留学生数は380万人と増加傾向に
あるのに対し、日本は停滞傾向にある
と言われています。そのような中、本
学では前年度も57名の日本人学生が
留学を果たしました。そして多くの学
生が、異文化への適応能力がついた、
友人ができた、など語学力の向上のみ
ならず人間の幅が広がったと、留学の
効果を実感しています。

今年度も交流協定校である中国の山
東大学威海分校、煙台大学、韓国の大
田大学校、カナダのレスブリッジ大学
への派遣が予定されています。国際交
流センターでは、学生が、自ら進んで
幅広く交流を広げていけるように、支
援をしていきたいと考えております。

学生支援センターは、教育、就職、
留学以外の、学生生活全般をサポート
するために設置されています。その業
務は、学生諸君の健康管理、奨学生の
推薦や申請、課外活動への補助などで、
多岐にわたっています。今年は学生部
から学生支援センターの名称になって
４年目になります。その「支援」とは、
皆さんが充実した学生生活をおくるこ
とができる、学内環境を実現すること
にあり、一般的な意味の「力を貸して
助けること」ではありません。業務の
中で、例えば週２回の学生相談では、
皆さんの話をじっくり聞き一緒に考え
て解決の糸口を見つけられるように努
めています。健康相談やカウンセリン
グとともに、どうぞ気軽に利用してく
ださい。

平成23（2011）年度卒業証書・学
位記授与式が3月18日、札幌パークホ
テルにおいて挙行されました。多くの
ご来賓やご家族が見守る中、173名が
新たに社会へと学窓を巣立ちました。

森本正夫学長の式辞、卒業証書・学
位記の授与と続き、在学生を代表して
3年生の稲場祥太君の祝辞、卒業生を
代表して鬼丸洸一君が答辞を述べ家族
友人、大学教職員に対しての謝辞と今
後への抱負を述べました。

今年度新たに社会に巣立つ卒業生は
平成20年度、新生「北海商科大学」

の3期生として入学しました。勉学、
課外活動、就職活動とおおいに北海
商科大学の3期生として活躍しました。
今後の新たな活動の場での活躍を祈り
ます。

卒業式の後、同所にて「卒業生を送
る会」が催されました。昨年3月の東
日本大震災直後の卒業式においては、
「祝賀会」を「送る会」としましたが、
今年度も「送る会」として開かれまし
た。参加した卒業生、教職員はこの4
年間を振り返りながら、最後の交流の
時間を有意義に過ごしました。
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大学院研究科長
西川 博史 教授

入試·広報センター長
堂徳 将人 教授

キャリア支援センター長
菊地 均 教授

学生支援センター長
田辺 隆司 教授

国際交流センター長
加藤 由紀子 教授

学術発展センター長
伊藤 昭男 教授

教務センター長
柳川 博 教授

商学部長
阿部 秀明 教授

平成23年度卒業証書・学位記授与式挙行される

平成24年度 研究科長・学部長・センター長紹介
アジアを見据えた専
門人の育成をめざして

特色ある学術機能
の整備に向けて

北海商科大学に
おける国際交流

充実した学生生活
のためのサポート

就職「超氷河期」
を乗り越えよう

学生の勉学を全
面的にサポート

｢アジアを学ぶ大学｣
として社会的な評価

確かな信頼を得る
入試・広報活動



企業名　※敬称略、順不同
国税庁、防衛省、警視庁、各道府県警察、北海道、北海
道公立学校教職員、道内各市町村職員、私立学校教職員、
北洋銀行、北海道銀行、北海道労働金庫、北央信用組合、
明治安田生命保険、第一生命保険、日本生命保険、日本
郵政グループ、大和ハウス工業、大東建宅、JR北海道、
札幌通運、旭川通運、H.I.S.、JTB北海道、ANA新千歳
空港、ANAグランドサービス、JALUXエアポート、野
口観光、カナモト、中道リース、ニトリ、セブン-イレ
ブンジャパン、ムトウ、モロオ、北海道コカコーラボト
リング、リンナイ、アークス、イオン北海道　ほか

2012年3月卒業生

科目名 試験名 等級 2011年度

PAL 
（Ⅰ～Ⅳ）

HSK
（中国語）

３級 ９

４級 ４

５級 ９

６級 １

TOPIK 
（韓国語）

１級 ３

２級 ５

３級 ６

４級 ４

５級 １

６級 ２

TOEIC 
（英語）

８００点以上 ０

７００～７９９ ０

６００～６９９ ３

５５０～５９９ ４

５００～５４９ ３

情報管理論 
（Ⅰ～Ⅲ）

MOS 
マイクロソフト

オフィススペシャリスト

Excel 54

Word 53

Power Point 17

財務会計論 
（Ⅰ～Ⅲ）

財務会計 
能力検定

１級 1

２級 12

３級 ０

通商実務論 
（Ⅰ～Ⅳ）

貿易実務 
検定

B 級 1

C 級 ８

旅行業務論 
（Ⅰ～Ⅳ）

旅行業務 
取扱管理者

国内 ３

総合 ２

2年次保護者説明会での個別相談写真左上：協定交流校からの受入れ学生修了式、写真左下：留学派遣学生による報告、写真右：修了式後の集合写真
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日
）

本学では、外国語、そして商学科・
観光産業学科の専門科目を基礎として
実務能力の向上やキャリアアップを図
ることを目的として専門キャリアアッ
プ科目（APQ科目）が用意されてい
ます。平成23（2011）年度にAPQ科目
を受講した学生が取得した資格と取得
者数は別表のとおりです。

PAL専門職語学のうち、中国語
（HSK）で難易度の高い６級に1名、
５級に9名合格しています。韓国語
（TOPIC）は最上級の６級に2名合格
し、上級に多くの合格者を出してい
ます。TOEIC（英語）は500点以上が
10名となりました。中国語・韓国語
履修者は協定校への長期留学や中国へ
の国費留学を実現しています。

情報処理技能については、情報管
理論を履修してMOS（マイクロソフ
ト・オフィス・スペシャリスト）資格
を取得しています。ワード・エクセル
で50名以上の合格者を輩出していま
す。

外国語や情報処理のほか、税務会計
論履修者は㈳全国経理学校協会が実施
する税務会計能力検定を受検していま
す。卒業後、企業の経理や会計事務職
に就職を希望する学生にとっては有益
な資格です。通商実務論履修者は貿易
実務検定のさらに上級取得を目指し、

旅行業務論履修者は総合旅行業務取扱
管理者の資格取得を目指してトレーニ
ングを続けています。

全国的に進行する少子化に伴う大学
受験人口の減少は北海道も例外ではあ
りません。道内の多くの大学が志願者
を減らし、定員確保も難しい大学が出
現しています。そうした状況にあっ
て、本学では志願者総数が480名とな
り、入学定員に対する倍率は3.2倍で
した。　

一般入試では志願者数はやや減少
しましたが、手続率は前年度の46％
に対し、今年度は53％となりました。
その結果、入学者は前年の161名から
174名に増加しました。前年度の手続
率は、概ね例年並であったことからも、
本学を第一志望とする受験生の増加を

読み取ることが出来ます。
センター試験利用入試では、昨年

に引き続き3教科3科目選択で実施し、
志願者は145名と昨年より微増しまし
た。｢地歴｣｢公民｣からの２科目選択を
可能としたことで、社会科学的な学力
を有する学生を募ることができたと思
います。

推薦入試では、例年実施してきた指
定校推薦に加え、新たに公募推薦を実
施しました。指定校推薦では、年々志
願者数を増やしてきましたが、今年度
は過去最高の54名の志願者がありま
した。また、今年度から新たに導入し
た公募推薦は、｢アジアの時代にアジ

本年度も超就職氷河期ともいわれる
厳しい状況が続いています。厚労省に
よると、大学生の就職内定率は平成
19(2007)年度をピークに翌年のリー
マン・ショックの影響や、東日本大震
災で雇用情勢が悪化しました。この
ような状況の中で、本学は就職活動
に大いに健闘し、就職希望者のうち
91.9％の就職率となりました。

確かに、企業に就職することだけが
人生ではないかもしれません。卒業生
のうち、今後さらなる研鑽を積み次年
度に公務員の目指す者や専門性を高め
るため大学院などへ進む者もいます。
このような夢をかなえる生き方もあり
だと思います。

昨年度の就職者の就職先状況を分析
すると次のようになります。まず、就
職先企業を道内外に主な地理的区分を
してみると図表1のような状況でした。
次に就職先の企業を業種別に見ますと、
１位が卸小売業の流通業で36.0％、2
位がサービス業の19.5％となってお
り、これで5割を超しています。

勤務先としては、図表3の通り公務
員・教職を筆頭に、卸小売業といった
商業流通関連、ホテル・旅行エージェ
ントなどの観光産業関連へと幅広く活
躍の場を求めていることが認められま
す。

ところで、東日本大震災や円高で本
州企業を中心に採用活動の在り方を見
直す動きが広がりつつあり、本学の学
生の就職活動にも多くの影響を与えて
います。そのためには、自分の進路に
ついて早くから真剣に考え、積極的に
就職活動に打ち込んできた人とそうで
なかった人との差が顕著に表れていま
す。改めて学生自身が自分を見つめな

おし、自分はどんな適性を持っている
か、どんな仕事に興味があるか、自分
にふさわしい生き方をいかに見出すか
が大きな課題となります。キャリア支
援センターとしては厳しい時代だから
こそ、このチャンスを活かして納得の
いく就職活動を行なう体制を整え、支
援しております。

平成24年度2年次、3年次保護者説
明会が本学において5月19日、6月2日
にそれぞれ開催されました。

本学では、日頃の教育内容、学生支
援の取り組みなどを保護者の方々に
知っていただくために、毎年学年単位
でおこなっているものです。両日とも
多くの保護者の方が出席されました。

冒頭、阿部秀明商学部長から大学の
認証評価、大学院設置、キャリア支
援、履修登録についてなど多岐にわた
り説明がされました。つづいて、各セ
ンター長から各センターに関わる説明
がされ、特に菊地均キャリア支援セン

ター長からは、平成23年度就職状況
の報告、24年度の就職支援体制など
が話されました。3年次は就職活動が
近づくことから、皆さん熱心に耳を傾
けられていました。説明会終了後には
個別相談も行われました。

平成23年度の交換留学生の修了式
が、2月20日に挙行されました。森本
正夫学長より、交流協定校である中国
山東大学威海分校、煙台大学、韓国大
田大学校からの受け入れ学生18名に
修了証書が手渡されました。本学では、
交流協定校であるこの３校から１年間
の交換留学生を受け入れています。ほ
とんどの留学生がそれぞれの大学の日
語日文学科の3･4年次に在籍しており、
本学では留学生プログラムとして「日
本語会話・作文」「日本人の生活と習

慣」などを履修し、さらに開講されて
いる科目の講義を日本人学生と一緒に
受講してきました。昨年は東日本大震
災の直後に、様々な不安を抱えながら
の来日でしたが、滞在中は交流行事、
大学祭などの学内行事、サークル活動、
ボランティア活動などにも積極的に参
加しました。式終了後、本学からの留
学派遣学生報告スピーチや交流会も賑
やかに行われ、１年間にわたる相互の
留学派遣プログラムを締めくくる充実
した会となりました。

【注】TOEICに関しは、PAL（Program for Advanced 
Language）受講者以外の受験者を含む。

APQ科目資格取得者

アを学ぶ｣という本学のアドミッショ
ンポリシーに共感し、人物・学業とも
に優秀でグローバルに活躍する人材を
広く求めるために実施したものですが、
結果として17名にのぼる多くの志願
者がありました。特に、本学が推薦の
指定校としていない学校からの出願が
多く見られたことは、本学への興味・
関心が一層高まっていることを反映し
たものと思います。こうした入試結果
状況から、今年度の入学者は、本学の
教学ポリシーに共感し、高い意欲を有
するものと考えられます。

入学生に実施するアンケートでは、
例年「アジアについて学べること」や
｢外国語の授業｣への期待等が多く見ら
れますが、本年度新入生の中国語と韓

国語の選択者数は96名で過去最高と
なり、アジアに関する学びへの意欲を
うかがい知ることができます。そのた
め、海外留学制度や少人数指導などの
特色ある教育活動を通して社会に有為
な人材育成を目指す本学での教育効果
が一層高まると考えられ、まさに、学
びの相乗効果が生じると期待されます。

次年度入試においても、本学への入
学意欲の高い受験者を募るため、入試
制度のさらなる改善に努めていきます。
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図表3	主な就職先

（柳川）

（菊地）

図表1	本社所在地別就職状況

図表2	業種別就職状況

（堂徳）

平成23年度交換留学生修了式

平成24年度入試結果概要

APQ科目で資格を取得し、就職活動を有利に展開しよう 平成23年度就職状況について

2年次、3年次保護者説明会開催



留学生の仲間と北京博物館で（右端が皆川君）大学図書館の前で（右から2人目が柴田君）

煙台大学近くの公園、
桜の樹の側で

韓国の映画パンフレット
や音楽CD、DVD	

大韓民国青年会発
行ハングル[初級]
カレンダー

はじめまして。観光産業学科2年生
の柴田尚樹です。現在休学して中国の
山東大学威海分校に留学中です。第２
セメスター時に煙台大学に約半年間留
学した経験から、また中国で中国語を
学びたいという気持ちを胸に中国を訪
れました。ルームメイトが中国人とい
うことで、さらに会話力を高められる
と思ったことが、山東大学威海分校を
選ぶ決め手となりました。来た当時は
語学力不足でルームメイトとうまくコ
ミュニケーションをとることができま
せんでしたが、今ではあまり不自由を
感じなくなりました。そして授業でも

●柴田 尚樹（観光産業学科2年）

●竹村 航平（商学科3年）

授業以外でも韓国人や中国人と楽しく
交流する毎日です。

また、独自に世宗学堂で週に2回、
土日はハルビン工業大学で韓国語を聴
講しています。留学を終えるころには
二カ国語を扱えるように努力していき
たいと思っています。

私は去年の9月から北京語言大学で
留学しています。中国での留学生活は
常に中国語を使わなければならない環
境にいるため、常にもっと勉強に励ま
なければいけないという気持ちを駆り
立ててくれます。授業は中国語で学び、
他国の人々とも中国語を用い交流しま
す。

この留学中に気付いたことは、積極
性の重要さです。

留学中、毎日多くの国の学生と交流
し、そのたび彼らの積極性に驚かされ
ます。彼らも決して中国語がペラペラ
というわけではありませんが、自ら進

んで発言や行動をし、その積極性は私
たちも見習っていかなければいけない
と思います。

私は今年の9月に、本科生として黒
竜江大学で、勉強します。ここでの1
年間を無駄にしないように、より積極
的に勉学に励みたいと思います。

こんにちは！私は山東省の煙台大学
に留学に来ています。約一年間の留学
を予定していますが、早くも二カ月が
経ち、時の流れの速さを痛感している
今日この頃です。アメリカ、ロシア、
スイス、カザフスタン、韓国、日本と、
国際色豊かな教室で毎日新鮮且つ充実
した生活を送っています。中国にはこ
のような言葉があります。「在家靠父

母，出门靠朋友」この言葉は、家では
両親が頼りであり、外では友達が頼り
である、ということを意味しています。

海外で、言葉や
考え方、文化の
違う環境に置か
れ、この言葉の
本当の意味を知
りました。また、
人と人とのつな
がりの大切さも
学ぶことが出来
ました。一生懸
命勉強して掴み取ったこの貴重な留学
を通じて、語学力のみならず、異文化
コミュニケーション能力、国際的な視
野を養っていきたいです。

●皆川 隆貴（商学科3年）

4月14日㈯に地下一階自由学習コー
ナーで、中国と韓国の交流協定校から
の客員教授と学部・大学院への留学生
と日本人学生及び本学教職員との交流
会が開かれました。本年度は、韓国大
田大学校から4名、中国煙台大学と山
東大学威海分校からは大学院生を含め
計16名を受け入れています。本年度
は交流会では過去最多の約100名が参
加しました。

当日は韓国語サークルの西山朗磨君
(観光産業学科3年)の司会進行で、交

換教員や留学生、国際交流センタ―教
員が紹介され、和やかな雰囲気の中、
交流が行なわれました。

やって勉強していますか。中・高と６
年間英語をやっても全然喋れるように
ならない、果たして大学で苦労して身
になるのかということですね。これか
ら志望する人達にどうやって韓国語が
上手くなったのかということを教えて
下さい。
西山：大学は高校と違いほとんど選択
なので、積極性が違うんじゃないかと
思います。K-POP が好きだったらそ
の音楽の歌詞を「これどういう意味だ
ろう？」という風にやったら授業でや
らないような表現とかも勉強出来ると
思うし、音楽とか聴きながらというの
は、語学では良い学習法なんじゃない
でしょうか。

「今の自分への投資を惜しむな」とい
うことを書いていて、そこに共感とい
うか感銘を受けて本学に決めました。

水野：１年生の韓国語履修者と既習者
の２年生、３年生に集まっていただき
ました。韓国語に興味を持ったのはい
つ頃か、なぜか。そのことが本学を進
学先として選んだ理由に繋がっている
か。そして、これから韓国語を学ぶ人
達に韓国語の魅力や勉強方法などを紹
介してください。どのようにして上手
くなったのか。また韓国語をどのよう
に活用していきたいかを聞きたいと思
います。

西山：高校で韓国語の授業がありまし
て、その時にちょっと面白いなと思い、
勉強し始めたんです。隣の国だし、文
化とかも似ているのかと思ったら、似
ているようで全然違う。｢あっ、面白
いな韓国｣と思ってそれで始めました。
もともと進学したら留学したかったん
ですけど、単位互換の交換留学のシス
テムだと向こうの学費も賄えると知り、
留学するなら本学が良いと思って。
伊豆野：高校３年生の時に韓国の音楽、
ヴォーカルグループ「東方神起」に興
味を持ち、大好きで毎日聴いていて、
でも言っていることがわからないのが
辛くて「韓国語が知りたい！」と思っ
たのがきっかけですね。本学の大学案
内を見てみると、韓国語の水野先生が

川守田：私は中学生の時、テレビで韓
国ドラマを観て興味を持ち、韓国語を
勉強しようと思いました。大学選びは
テレビのCMを見て「ここだ！」と直
感で。
岩尾：私の高校は、２年生から韓国語
があり、最初興味はそんなになかった
んですが、全く知らない言語って、少
しわかると凄く嬉しくて、これからも
ずっと続けたいと思いました。兄がこ
の大学にいて「留学しても単位を取れ
るので良いよ」と聞き、進路説明会で
も語学に力を入れていることを聞いた
ので来ました。
須田：韓国語に興味を持ったのは高校
３年生の時です。韓国の事が好きで、
私も「東方神起」が凄く好きで、進路
を決めるときに、韓国語を一番に勉強
したいと本学に来ました。将来の夢が
通訳なので、それに向けて頑張ろうと
思いました。韓国語ひとつに絞って勉
強できるし、通学にも便利で良いかと
思いました。
水野：韓国語単位を沢山とれるという
のも魅力なんですね。では実際にどう

伊豆野：私も韓国語に凄く興味があっ
たから、授業も楽しく勉強出来ていた
んですけど「韓国の友達が欲しい」、
留学生も沢山来てせっかく環境が整っ
ているんだから自分からアクションを
起こそうと思いました。習いたての
韓国語で自己紹介したり「通じるか
なー」みたいな感じで言ってみて、す
ぐに仲良くなりました。一緒の授業が
あれば一緒に隣で受け、漢字とか解ら
ない所があったら教えてあげたり、そ
ういうことをしているうちにとても仲

良くなりましたね。韓国語はまだわか
らないところもあるけど、全く喋らな
いよりは、喋っていた方が上達は早い
と思いました。
水野：教科書だけではなく自分の趣味
を活かしたり、積極的に人と関わって
いって欲しいという先輩の助言だった
と思うんですけれども、新入生諸君は
どうやって勉強していますか？
川守田：語学のCDをずっとかけっぱ
なしにしました。そして、自分の発音
が気になった時は携帯で録音して聴い
て確かめたりしました。
水野：それは凄いですね。CDを聴く
というのもなかなか出来ない努力です。
岩尾：日本語と文法が似ている所が多
いと思ったので、単語の数が多ければ
多い程良いと思いました。でも文法
とか単語とかちょっとわかってくる
と、言っている事はわかるんですけど、
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（加藤）

近年、“韓流ブーム”というような形で社会現象化していた隣国韓国への関心が、“ブーム”を越えて定着化の様相を帯びていま
す。本学では今年度新入生の韓国語履修者が大幅に増加しました。この「韓国語の学び」を大学時代だけの外国語履修として
終わらせないようにしたいものです。そこで、韓国語の魅力とその学習法などを履修者、経験者のみなさんに聞きました。

司会
水野 俊平 教授

韓国語及び国際交流担当

■伊豆野 真以
商学部2年
[札幌清田高校出身]
1年次に留学

■西山 朗磨
観光産業学科3年
[札幌清田高校出身]
1年次に留学

留学だより
現在、長期留学中の学生から便りが届きました。

特集〜韓国語のマナビ、韓国語のススメ

国際学生交流会が開催されました



本学小堀教授が司会を務めた自由論題分科会
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写真上：韓国全南大学との韓国語語学授業
写真下：水野教授と座談会出席者のみなさん

世界大学生「漢語橋」中国語スピー
チコンテスト北日本予選大会が5月27
日に開かれ、本学の4年齋藤淳史君が
見事に優勝し、6月に中国で行われる
本大会に出場することになった。これ
で本学の学生は本コンテストに4年連
続で優勝する快挙となった。

これまでの4回の予選大会を振り返
り、出場者の中国語レベルには飛躍的
な進歩がみられた。特に今回二位に
なった札幌大学4年内藤要君は、アメ
リカ留学中に中国人学生に中国語を学
び、中国留学の経験もなかったが、中
国語レベルは高く、発音、質疑応答能
力、文章構成力などでは高い評価を受
け、本学学生も学ぶところが多かった。

今回出場した茶谷康裕君は三位に入
賞し、｢漢語橋」サマーキャンプへの
参加資格を獲得した。また、健闘した
小野祥輔君、大野裕亮君、川尻寛貴君
の3名も孔子学院短期留学の資格を手
に入れた。今年の夏、出場者の5名が
そろって中国留学を実現するという大
きな賞を獲得した。

4月15日、本学を会場として大韓民
国教育科学技術部・国立国際教育院主
催の韓国語能力試験が実施されました。

韓国語能力試験は、大韓民国政府
が認定・実施する唯一の韓国語試験
であり、世界38カ国で実施されてい
ます。初級（1･2級）・中級（3･4級）・
高級（5･6級）の６段階に分かれてお
り、今回は各級に合計30名が受験し
ました。6月4日までに判明した試験
結果は４級に過去最多の10名が合格。
3級に3名、2級に8名、1級に1名が合
格しました。3月に韓国に留学して現
地で受験（同日に実施）した平岡沙月
(観光産業学科3年）さんが6級（最上
級）に合格し、本学通算４人目の最上
級合格者となる快挙を成し遂げました。

昨年度は6月11日に観光情報学会全
国大会を開催しました。ここではそれ
以後の活動について簡単に紹介します。

■年度前期研究会（2011年7月7日）
研究報告①｢樺太の観光地に関する研究｣
　加藤由紀子（本学准教授）
研究報告②｢運河のある観光都市に
おける開発に関する研究｣
　中鉢令兒（本学教授）
特別報告｢中国の日本問題研究30年｣

潭秀英唐（中国社会科学院世界経
済政治研究所）、通訳：蘇林（本
学教授）

■年度後期研究会（2011年11月22日）
研究報告①｢美唄B級グルメツアー

5月25〜27日の3日間、本学を会場
に日本商業学会第62回全国研究大会
が開催されました。この学会は、流
通・マーケティングに関する研究、海
外機関との交流、共同研究体制の確立
を図ることを目的とし、機関誌『流通
研究』（年4回）を刊行する商学系の
学会として日本最大級の会員を擁して
います。

今回は「流通・マーケティングにお
ける価値共創」をテーマに、韓国マー
ケティング・サイエンス学会のコウ・
ユンジュ会長による招待講演をはじめ、
各報告・シンポジウム会場で熱心な討

アンケート調査結果｣
大野裕亮（本学観光産業学科2年）

研究報告②｢スマートフォンを活用し
た親水観光・防災情報提供の検討｣

細野昌和（本学准教授）
研究報告③｢災害と観光地の復興｣

中鉢令兒（本学教授）
■年度末研究会（2012年3月15日）
研究動向紹介：｢精神的ツーリズム
について｣

伊藤昭男（本学教授）
研究報告：｢ヒンズー教と観光－バリ・
ヒンズーの観光地化を視点として－｣

中鉢令兒（本学教授）

論が繰り広げられました。
大会では森本正夫学長に開催校を代

表してご挨拶をお願いし、内外から
350名を超える会員が参加し、成功裡
に終了することができました。

やっぱり言葉に出して言うのは恥ずか
しくて、伝わるかと不安に思ったんで
す。でもこの大学に来て留学生の人が
仲良くしてくれて、ちょっと伝わらな
くても向こうも聞く努力をしてくれる
し、違うことも気づけます。

があると思う。
水野：なるほど。そういう勉強の仕方
もありますね。今はメディアが増えた
ので、大変やりやすいと思うんですよ。
CD・DVDあり、インターネット、映
画あり、また衛星放送・ケーブルテレ
ビありで非常に恵まれていると思いま
す。私が皆さんくらいの時にはラジオ
とテープだけです。非常に恵まれた時
代に皆さんいるんです。
川守田：最初は、普通に「言葉」だと
思っていたんですけど、学んでいくう
ちに「話し言葉」だなと思いました。

水野：韓国語を勉強する欧米の人も増
えているんですが、彼等より絶対に有
利なのは、漢字語なんです。欧米人の
学習者に聞いてみると、漢字がわから
ない、漢字熟語を全然知らなかったり
する。それは絶対に有利だと思います。
では韓国語のレベルは、どこまで突破
したいですか。それから韓国語をどの
様に活用していきたいですか。
西山：今中級の３級ですが「就職には
４級くらいから使える」というのを聞
いたので、４級までは頑張りたいです
ね。旅行関係の仕事に就ければ良いと
思っているので、仕事には生かしてい
きたいと思っています。
伊豆野：目標としてはこんなに夢中に
なれたことは初めてだから、韓国語能
力試験６級（一番上の級）、本当に取
りたいと思っています。そして、自分
が経験してきたいろんなことを人に聞
いてもらいたい。韓国語がもし自分の
中で武器になれば、日本だけじゃなく
て韓国の人にも発信できます。そうい
う発信が出来るような仕事に就けたら
良いなと思っています。
水野：本学で（2006年から）６級を
取った学生は卒業生を含め４人しかい
ないです。頑張りましょう。１年生諸
君はどうですか？
須田：通訳になりたいから、喋れるよ
うになりたい。最初通訳になりたいと
思ったのは、テレビで、K-POPアイ
ドルの後ろに通訳がいて、それでなり
たいと思いました。国家資格を目指し
ます。頑張ります。
岩尾：大学に入ってもやりたいと思っ
たくらい好きなので、上を目指したい
と思います。海外って言葉が通じない
ととても不安だと思うので、卒業後は
そんな人たちを助けてあげられる仕事

をしたいと思います。
川守田：滑らかに喋れるようになりた
いですし、高校の時にマーケティング
を勉強して楽しいと思ったので、マー
ケティングに韓国語を使えるような仕
事がしたいと思っています。
水野：｢滑らかに」はひとつの到達点
ですね。つっかからないで意思疎通が
出来るということですから、頑張りま
しょう。うちの大学は２年次になると
専攻の授業もいっぱい増えてくるし、
3､4年次になると韓国語の授業は減っ
ていきます。代わりに商学部専攻の勉
強をしていかなきゃならない。でも良
い点は、韓国語の時間が減っても韓国
語と何か他のものをコラボできるとい
うことですね。韓国語だけしかやって
いなかったら、つぶしがきかないです。
通訳は出来たとしても、貿易とか、会
計とかそれは出来ない。商いは人の暮
らしの基本ですから是非とも韓国語と
コラボさせて羽ばたいてください。そ
して、皆さんこれからも頑張って下さ
い。

水野：恐れずに口に出していくという
ことですね。単語はどのぐらい覚えま
したか。｢1500覚えれば日常生活には
不自由ない」とよく言いますよね。
岩尾：はい、キクタン（聴いて覚え
るCD教材）を頑張ってやっています。
英語と違い韓国語は何もわからないと
ころから始めて、わかっていくのが凄
く楽しいと思いました。
須田：最初はやり方がわからなくて、
本屋でとりあえずテキストを買って一
から始め、連音化とかを集中的にやっ
て、CDの歌詞を連音化するところを
全部変えて読んでみたりしました。

水 野 ：CDを聞きながら、連音化を
やっている。凄い努力ですね。
伊豆野：CDと聞いて思ったのが、私
は音楽の輸入盤CDを沢山持っていて、
歌詞カードはあまり見なかったんです
けど、聴きながら見ると新しい発見が
沢山ありました。「これこういうこと
言っていたの？全然知らなかった！」
みたいな。みんな多分教材が家に埋
まってると思うんですよ。新しい発見

水野：なるほど、するどい観察ですね。
上手いという風に言っている人たちが、
実は喋れなかったりするんですよね。
文法ばかりしていて通じないというこ
とも随分あるんです。
伊豆野：何が嬉しいって、漢字語が
やっぱり多いから、凄く助けられまし
た。私は留学に行ってみて、ロシアと
か中国とかから来ている人は文法とか
も違うのに頑張っていて、これで似て
いる日本語の私が「彼等より出来な
かったら駄目だ！」と思いました。同
じ漢字文化だし、文法も似ているのが
強みになり今までやって来られた気が
します。
西山：漢字語があるのは本当に便利っ
ていうか楽です。その漢字のハングル
を覚えたら、もうそこだけでも結構単
語が増えたりするので、やればやるだ
けどんどんさくさく出来る様にはなる
けど、その分どんどん深くなって簡単
なようで奥が深い。
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本学の４年連続優勝と中国留学
を受賞

●外国語検定に上級合格者増加

●

（蘇）

（伊藤）

（菊地）

（水野）

■須田 有里
商学部1年
[恵庭北高校出身]

■川守田 麻衣
商学部1年
[千歳高校出身]

■岩尾 ゆきの
商学部1年
[旭川南高校出身]

スピーチコンテストと語学検定の結果報告

東アジア観光情報学研究会

日本商業学会全国研究大会



　 books 先生のオススメ
◦「ヤバい経済学」スティーヴン・D・レヴィット、スティーヴン・J・ダブ
　  ナー、望月衛訳（東洋経済新報社）
◦「韓流がつたえる現代韓国：『初恋』からノ・ムヒョンの
　 死まで」イ・ヨンチェ（梨の木舎）

ハードゼミのみなさん

李ゼミのみなさん

　 books 先生のオススメ
◦「THE MAN WHO LOVED CHINA」Simon Winchester
◦「THE LOST WOLVES OF JAPAN」Brett L Walker 
  「週刊ST」など含め、全て本学図書館所蔵

観光を我が国の基幹産業とすること
を目標とし、観光立国戦略会議が外
国人観光客を2020年に2000万人に増
やすとの数値目標を決めたのは、10
月の観光庁の発足を控えた2008年の
6月20日の会合においてである。その
外国人観光客の多くは東アジアからの
旅行者であり、今後ますます重要なお
客様として位置づけられる対象である。
そのためのさまざまな受入れ態勢の整
備が必要となっている。

それには、しばしば話題になるよう
な特別なおもてなしとしてのホスピタ
リティの視点からだけでなく、何より
もまず現代の人々に与えられている当
たり前の利便を保障するというステッ
プから固められていなければならない。
なぜなら、旅行者は観光客である以前
に、短期滞在の生活者だからである。
しかし、我が国の外国人旅行者の受入
れ態勢には、その日常生活レベルで致
命的な問題を抱えている。それは、一
時滞在の外国人は我が国においてモバ
イル通信を原則禁止されていることで
ある。この状態は、単に携帯電話が使
えないということ以上に深刻な問題を
意味している。

スマートフォンはポケット・イン

ターネットPCとでも呼ぶべき機能を
持ち、地域や施設の情報、地図情報な
どに即座にアクセスでき、移動しなが
ら新たな情報を享受する観光行動に
とって極めて有効なモバイル通信機器
となっている。そのため、こうしたス
マートフォンなどは、今後、さらに観
光分野での活用が期待されている。と
ころが、土地に不慣れなためにより多
くの情報を必要とする外国人旅行者が、
自ら持参して来るスマートフォンやタ
ブレットを使用して日本国内で通信す
ることは、例外を除いて法律で禁止さ
れているのだ。

期契約だけでなく、旅行者の短期利用
に最適であるプリペイドSIMの提供も
含まれる。私がこの春米国を旅行した
際には、1日3ドルで通話もデータ通
信も使い放題のプリペイドSIMを現地
で購入し、持参したタブレットで使用
した。お蔭でそのタブレットは旅の案
内役として大活躍したのだが、我が国
を訪れる外国人旅行者がそうした恩恵
に預かることはできないのだ。

それならば、携帯電話データ通信
の利用の代替となる手段として、公
衆Wi-Fiを活用することが考えられ
る。国際規格であるWi-Fi機能は現在

現在、ホテルや観光案内所には、外
国人旅行者からWi-Fiが使える場所の
問い合わせが頻発しているという。我
が国には、会員でなくとも使える無料
の公衆Wi-Fiが海外に比べて極めて少
ないからだ。しかも、もし運良く無料
の公衆Wi-Fiを見つけたとしても、通
信に使用する端末が海外から持参した
ものなら、利用は電波法を犯すことに
なってしまう。一年以下の懲役または
百万円以下の罰金の重罪である。

外国人旅行者が自ら持参したスマー
トフォンなどでの通信が法的に禁じら
れ、不便を強いているということが観
光分野の人々にほとんど認識されてお
らず、関心も低いことが問題である。
MICEの振興が重視されているが、モ
バイル通信を禁じながらのビジネス誘
致は、現在では説得力を持たない。携
帯電話サービスの外国人旅行者への提
供が困難なら、「使える」公衆Wi-Fi
の普及が急務である。そのためには、
外国人旅行者の日常的利便であり、ま
た観光情報伝達の手段であるスマート
フォンなどでのWi-Fi利用が法律で封
じられているという、受入れ態勢上の
致命的な障害の認識を広めることから
解決へと進めていく必要がある。

近年、多様化で個人旅行が増加して
きたと語る観光事業者が多いが、それ
は20年以上も前の現象である。観光
研究においては、固定観念からではな
く、観光行動の主体である旅行者の立
場になって、彼らの行動支援を具体的
にどうするのかを今一度考えなおす必
要性を痛感するのである。

日本へ旅行者を大量に送り出してい
る東アジアの国々では、携帯端末の長
期間使用を義務付けず、SIMロックも
掛けない販売方法が一般化している。
そうした事情もあり、日本より早くか
らスマートフォンが普及してきた。そ
のスマートフォン先進国からの旅行者
が日本に来て持参の端末で通信するこ
とは違法なのだ。外国人旅行者は、自
国で日常的に利用しており、そして海
外を旅行中に情報を得るのに最適のモ
バイル機器を持参していながら、この
国で使用すれば犯罪になってしまう。

まず、外国人登録がない外国人旅行
者に対しては、改正携帯電話不正利用
防止法によって、携帯電話サービスの
提供が禁じられている。これには、長

のスマートフォンには標準的に備わっ
ている。また、小規模施設での運用が
可能なため、受入れ側の地域や施設が
提供したい情報を発信するのにも最も
適した手段である。そうした点から、
Wi-Fiは観光情報をモバイルな手段で
利用するには最善の方法と言えよう。

しかし、国際規格であるにもかかわ
らず、外国人旅行者が持込む端末で
Wi-Fiを国内で利用することも電波法
によって禁止されているのだ。国内で
使用が許されているWi-Fi機器は、通
称「技適マーク」と呼ばれる国内の認
証が付いたものだけであり、海外から
持込んだものにはこの認証マークは付
いていない（例外：国外仕様iPhone
とiPadは液晶画面上に表示可能）。
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か
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
英
語
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
イ
ギ
リ
ス
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
局
の
Ｈ
Ｐ
か

ら
と
っ
た
最
新
の
記
事
を
読
み
込
ん
だ
り
、
生
放

送
を
見
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
話
し
合

い
ま
す
。
ハ
ー
ド
先
生
は
「
想
像
力
を
わ
か
せ
る

た
め
に
映
像
や
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
使
い
ま
す
。

ま
た
、
双
方
向
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と

て
も
大
事
で
す
の
で
、
単
調
に
な
ら
な
い
よ
う
な

多
面
的
な
学
習
方
法
を
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
」

ゼ
ミ
生
の
安
藤
真
奈
さ
ん
は
「
こ
の
大
学
に

入
っ
て
受
験
英
語
と
は
違
う
英
語
を
頑
張
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
に
触
れ
る
こ

と
で
英
語
へ
の
興
味
が
増
し
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り

し
ゃ
べ
っ
て
く
れ
た
り
、
何
度
も
繰
り
返
し
て

く
れ
る
の
で
、
大
分
読
み
取
り
書
き
取
り
の
力
が

つ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」
ま
た
、
菱
沼
諒
也
さ

ん
は
「
英
語
に
も
っ
と
よ
く
触
れ
た
い
、
英
語
で

説
明
さ
れ
た
ゼ
ミ
説
明
に
惹
き
つ
け
ら
れ
英
語
だ

け
で
や
っ
て
み
た
い
と
選
択
し
ま
し
た
。
や
は
り

ニ
ュ
ー
ス
を
英
語
で
知
る
こ
と
が
で
き
面
白
い
で

す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

場
で
こ
れ
は
と
て
も
大
事
で
す
。
韓
国
を
学
ぶ
に

は
理
論
面
だ
け
で
は
面
白
く
な
く
、
実
際
に
経
験

し
て
み
る
こ
と
が
文
化
理
解
に
繋
が
り
ま
す
」。

今
年
度
の
第
一
回
目
の
ゼ
ミ
は
図
書
館
を
活
用

し
て
欲
し
い
と
い
う
目
的
で
本
学
や
北
海
学
園
大

学
で
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
（
図
書
館
や
学
生
食

堂
を
中
心
に
）
を
実
施
し
ま
し
た
。「
ゼ
ミ
で
は

座
学
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
交
互
に
行
い
、
毎

回
そ
れ
に
関
連
し
た
課
題
が
出
さ
れ
、
次
回
の
ゼ

ミ
で
は
そ
れ
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
発
表
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
図
書
館
を
良
く
知
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
し
た
。
韓
国
で
も
カ
ナ
ダ
で
も
学
生
は
図

書
館
内
の
席
を
朝
早
く
か
ら
確
保
し
て
勉
強
す
る

こ
と
が
多
く
、
日
本
の
学
生
に
も
も
っ
と
図
書
館

を
利
用
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」。李
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
で
は
自
ず
と
図
書
館
に
通
う
仕
組
み
が
出
来
上

が
り
ま
す
。
例
え
ば
ゼ
ミ
の
進
行
は
次
の
よ
う
で

す
。
ま
ず
課
題「
韓
国
の
食
文
化
に
関
す
る
資
料
」

の
調
査
が
出
さ
れ
ま
す
。
次
週
の
ゼ
ミ
で
は
『
日

本
と
韓
国
の
食
文
化
に
つ
い
て
』
と
い
う
テ
ー
マ

で
発
表
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
次
の
週

は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
「
韓
国
料
理
」
の
体
験
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、
資
料
調
査
、
発
表
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が

展
開
さ
れ
ま
す
。
韓
国
に
興
味
の
あ
る
学
生
が
多

い
こ
と
も
あ
り
、
発
表
中
ゼ
ミ
生
か
ら
す
ぐ
に
反

応
が
あ
り
ま
す
。

ゼ
ミ
長
の
東
本
航
く
ん
は
「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
の
ゼ
ミ
は
、
李
先
生
の
人
柄
そ
の
も
の
で

す
。
ゼ
ミ
に
来
る
の
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
」
ま

た
、
韓
国
が
大
好
き
な
工
藤
春
名
さ
ん
は
「
ゼ
ミ

が
会
話
の
よ
う
な
形
で
双
方
向
の
感
覚
で
進
む
の

が
と
て
も
楽
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

❖

ゼ
ミ
訪
問
❖
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日
常
生
活
に
お
い
て
は
生
の
外
国
語
に
触
れ
ら
れ

る
機
会
は
限
定
的
で
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

日
本
の
生
活
も
永
く
日
本
文
化
に
対
す
る
深
い
造

詣
を
持
つ
ハ
ー
ド
先
生
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
時

事
英
語
に
着
目
し
た
学
習
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
１
セ
メ
ス
タ
ー
（
１
年
次
前
期
）
で
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際

社
会
と
多
様
な
文
化
を
理
解
す
る
た
め
の
異
文
化
交
流
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
か
ら
Ｇ
．Ｗ
．ハ
ー
ド

先
生
と
李
炯
直
先
生
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

■ 細野 昌和 教授
研究のいま─モバイルが禁じられている外国人旅行者

❶
グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド
教
授

社
会
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

韓
国
の
大
学
を
卒
業
後
、
カ
ナ
ダ
や
日
本
の
大
学

院
で
経
済
学
を
学
び
、
国
際
的
な
視
野
を
持
つ
李

先
生
な
ら
で
は
の
社
会
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
。
１
年

生
25
名
、
韓
国
に
興
味
を
持
つ
学
生
が
多
く
学
ん

で
い
ま
す
。

❷
李 

炯
直
（
イ
ー
ヒ
ョ
ン
ジ
ク
）
准
教
授

社
会
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル



2012.5.26 北海商科大学体育祭

写真①：中国語サークル、②：バレーボール
サークル	、③：ツーリズモ研究会、④：テニ
ス部、⑤：韓国語サークル、⑥：軟式野球部

４月５日に行
われたサーク
ルＰＲ

最近、｢スローフード｣｢ロハス｣｢マクロビオティッ
ク｣｢オーガニックフード｣などの言葉がよく聞かれる
ようになりましたが、古くから、食の信条として用い
られている言葉に｢医食同源｣や｢身土不二｣というのが
あります。

｢医食同源｣とは、｢医｣と｢食｣が同じ源であり｢食生
活がきちんとしていれば健康でいられる｣という事で
す。

一方、｢身土不二｣（｢シンドフニ｣または｢シンドフ
ジ｣）というのは、｢人間は土からできた作物を食べて
生かされた後、土に返る｣という仏教の教えからきた
ものと言われています。

｢身」は体、｢土｣とは環境のことです。この環境と
身体は切っても切れないものだということを｢身土不
二｣という言葉で表しているのです。

昔は、輸送手段や保管方法も限られていましたから、
地元で採れた旬のものが食卓に上りました。身土不二
では、｢あなたの健康は、あなたの生まれ育った土地
のものを食べるのがいちばん｣といっています。

身と土は一つのものである食生活には｢身土不二の
法則」があるようです。

人間も食べ物も環境の産物で、暑い地域や季節には

陰性の作物がとれ、逆に寒い地域や季節には陽性の作
物がとれる。暮らす土地で、｢季節（旬）のものを常
食する事で身体は環境に調和する」のです。

旬のものや地物の食材には、意外な効果を生み出す
成分が含まれています。

例えば、全国各地でその土地にあった品種や食べら
れ方をしているナスは、そのほとんどが水分で｢たい
して栄養がない野菜｣のようですが、皮の色素にはナ
スニンやアントシアニン、アクの元となるクロロゲン
酸などが含まれ、体を調節する大事な働きをしていま
す。また、滋養強壮の代表格とされる山菜も然りです。

かぜを引きやすい、疲れる、眠りが浅いなどの症状
は見過ごすことのできない体のサインです。

また、アレルギーやアトピーのような環境と関係す
る疾患はもちろん、頭痛、肩こり、胃もたれ、便秘な
ど病気とはいえない｢未病｣と呼ばれるものにも、実は
病気へと繋がる因子が潜んでいる場合があるのです。

体力が落ちていると
感じたら、健康への初
めの一歩として「食生
活を考える!」のはど
うでしょうか。

　「身土不二」

サークル連合では、所属の18団
体が課外活動を行っています。サー
クル連合代表の渡邊美沙さん（商学
科3年）に活動について聞きました。
「サークル連合はサークルの取りまと
め的な存在ですが、各サークルが活動
しやすく、また活動の幅が広げられる
よう大学とのパイプ役としても活動し
ています。今年も沢山の新入生がサー

クル活動に参加してくれていますが何
か迷ったり、悩んだりした時は、遠慮

■サークル連合
hsc_saren@yahoo.co.jp

体育 軟式野球部
体育 バスケットボール部
体育 テニス部
体育 陸上競技部
体育 フットサル部（REGISTA）
体育 ドッジボールサークル（HI☆TACHI）
体育 バレーボールサークル
文化 アウトドアスポーツビジネス
文化 ダンスサークル（ドルディップ）
文化 中国語サークル（歓々喜々）
文化 ツーリズモ研究会
文化 韓国語サークル
文化 軽音楽部
文化 教育研究会
文化 環境ボランティア部
文化 会計研究会
文化 英語サークル（DOLCE）
文化 吹奏楽部（北海商科ウィンドオーケストラ）
委員会 体育祭・北海商科祭実行委員会
委員会 サークル連合
委員会 卒業アルバム制作委員会

なくサークル連合まで
連絡して下さい」
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サークル活動紹介

医務室から〜『二十代の健康』④ 医務室 二瓶 妙子



第一回 6月2日土

第二回 6月9日土　

第四回 6月30日土　

第五回 7月7日土　

第三回 6月23日土　　

「東アジアの価値観－仁と義」 西川博史
「中国経済とアジア的価値観」 張　宇燕

「多民族国家マレーシア」 穴沢　眞
「アジアからの外国人訪日旅行の現況」 安田稔幸

「中国における大江健三郎」 胡　志明
「日本の教育改革の課題と展望」 堂徳将人

「低炭素経済と環境政策」 佐藤博樹
「漢字の根拠と使用に関する問題」 黄　　河

「グローバル時代の東北アジア」 金　炳民
「韓国の地形図製作と地理情報の活用」 水野俊平

山東大学威海分校からの交換留学生と胡先生
左から､尹衍棟さん､袁健華さん､傅潔麗さん、
褚莞儿､楊慧穎さん､胡老師､金慧穎さん､郭倩さ
ん[院生]､王苑さん[院生]､袁雪純さん[院生]

煙台大学からの交換留学生と黄先生
左から､尹雪さん[院生]､李慧艶さん､王崢さ
ん､黄老師､楊静さん､華逢麗さん､樊若夢さん、
徐希広さん

大田大学校からの交換留学生と金先生
左から､金美京さん､張叡智さん､金先生､曺昌
徳さん､金守龍さん

毎回多くの市民の参加を得て開催
されている北海商科大学公開講座の
2012年度前期公開講座が以下の要領
で開催されています。
■日時：2012年6月2日㈯〜7月7日㈯
 10：30〜12：30
■場所：北海商科大学８階会議場
■参加対象：一般市民（含む学生）
□入場無料

TEL.011-841-1108　FAX.011-841-1109
Eメール	hinas@hokkai.ac.jp　
ホームページ	http://www.hokkai.ac.jp/hinas/

高校時代にアニメのワンピースやナ

特殊講義Ⅰ〜Ⅳとして「経営組織
論」「ソーシャル・マネジメント」な
どを担当しています。

学部時代は日本経済史を専攻し、大
学院では、流通システム・マーケティ
ングを専攻しました。今後はこの２つ
の視点から、日本の地域社会や、日本
と東アジアの関係について研究したい
と思っています。

授業では、さまざまな経営現象の背
景にある、社会の仕組みや人間につい
考えることの大切さとおもしろさを伝
えたいと思っています。

▪　▪　▪
北星学園大学経済学部卒業、神戸大

学大学院経営学研究科博士後期課程修
了。博士(経営学)。上智大学教授を経
て、本年4月より現職。

アメリカ合衆国の政治史、同国を取
り巻く国際関係を専門として、研究を
進めてきました。近年は、とりわけグ
ローバル化とナショナリズムの相克に
強い関心を抱いてきました。本学では，
そうした研究の延長線上で、「現代ア
メリカ政治」や「国際社会と安全保
障」などの講義を担当しています。学
生諸君には、現代社会をより良くより
深く理解するためには，一方で歴史的
知見が、他方で国際比較への関心が必
要なことを、わかりやすく伝えてゆき
たいと思います。

▪　▪　▪
1971年東京大学法学部卒業、1973

年東京大学大学院法学研究科修士課程
修了、1975年同博士課程中退、1975
年北海道大学法学部助教授、1975〜
77年米国プリンストン大学歴史学部
大学院博士前期課程、1989年同大学
Ph.D.(歴史学)、1989年北海道大学法
学部教授、2007年東京大学大学院総
合文化研究科教授、本年4月より現職。

商学科教授

島津 望
しまづ のぞむ

商学科教授

古矢 旬 
ふるや じゅん

客員教授　

交換教授　 交換教授　

黄 河 

金 炳民 胡 志明 

ファン・フォ

キム・ビョンミン フー・チミン

1954年に湖南省の沅陵で生まれま
した。煙台大学から北海商科大学の
交換教授として着任しました。1988
年に北京大学中国言語文学科を卒業
し、文学修士学位を取得しました。専
攻は中国語学・漢字学で、主な研究
対象は現代中国語文法です。専攻に
関する30数編の論文があります。主
要な著作・論文としては｢常用副詞共
現時的順序(常用副詞が共に現れる際
の順序)｣(珠玉論文集､北京大学出版
社、1990年)、訳著として「時間順序
和漢語的語序(時間の順序と中国語の
語順)｣(『国外語学』､1988年第1期）。
主に講義している専門課程の課目とし
ては｢言語学概論｣｢現代中国語｣｢古代
中国語｣｢現代中国語の文法研究｣｢音声
学｣｢話用論｣､｢社会言語学｣などです。

今学期、大田大学校から交換教授と
して赴任しました。

現在は世界化・国際化時代であり、
この時代は私たち全ての地球人、特に
若者たちにより多くの可能性と機会を
与えてくれています。この可能性と機
会は国際化の進展速度によって次第に
加速されると思われ、東北アジアの日
韓中の若者たちはこれに対する徹底し
た準備を期さなければならないと思い
ます。

その準備の一つが相手国の文化と言
語に対する理解です。私の小さな希望
ですが、北海商科大学にとどまる間、
多くの若者たちとの出会いを通して国
際化時代の国際経済と国際貿易の重要
性、国家間の相互協力方法などの諸問
題について悩んでも見たいと思います。
そして、楽しく有益な、美しい思い出
になるような北海道生活になればと
思っています。

今学期、北海商科大学の客員教授と
して着任しました。「中国語会話作
文」と「留学中国語」の授業を担当し
ています。本国では中国山東大学威海
分校教授(文学博士)として大学院生の
指導にも当たっていました。主に比較
文学、東洋文学（日本文学）および留
学生の中国語講読を担当しています。
数多くの著作と50篇あまりの学術論
文を発表しており、そのうち日本の作
家・大江健三郎に関する研究10篇の
論文は、中国の学界に大きな影響を与
えています。赴任期間中、中国語の講
義に熱心に責任をもって臨み、日中の
民間友好関係促進の一助となるととも
に、日本社会の生活と文化を全般的に
体験して知ることで、日本文学と文化
に対する研究を深めたいと思います。

徐 希広（シュ・シグァン）さん

楊 慧穎（ヤン・ホゥイイィン）さん

言葉を勉強するのが好きで中学、高
校の時は英語を学びスピーチコンテス
トなどにも出場したことがあります。
さらに他の言語も学びたいと日本語を
勉強してきましたが、勉強するほどに
日本への興味が湧き、日本の全てを知
りたくなり留学を決めました。留学中
は関西方面など、北海道以外も旅行し
てみたいです。日本人の真面目さにと
ても感心します。将来は日本で就職し
たいと思っています。皆さん仲良くし
て下さいね。

高校の第二外国語で日本語を選びま
した。大学もその延長で日文学科に進
学しましたが、日本語会話の実力をつ
けるのに限界を感じ、母語とする日本
に留学したいと思いました。来日は３
度目で北海道は初めてですが、札幌は
自然豊かな公園が多くとても気に入り
ました。韓国語サークルに入り、体育
祭にも参加しました。趣味も多いので、
皆さん友達になりましょう。

曺 昌徳（チョ・チャンドク）さん

▪大田大学校
日語日文学科3年

▪煙台大学
外国語学院日本語科3年　

▪山東大学威海分校
翻訳院日本語科3年　

2012年2月24日刊／岩波書店／定価3,500円+税／
ISBN978-4-00-022418-5

2012年4月23日刊／東京大学出版会／定価3,200円
+税／ISBN978-4-13-032218-8

2011年12月25日刊／共同文化社／定価2,800円+税
／ISBN978-4-87739-210-9

◦ジェイムズ・クロッペンバーグ著／古矢 旬・中野勝郎 共訳

◦古矢 旬・斎藤 眞 共著

◦岩崎一郎・原子智樹・横田榮一・菊地 均・村松祐二・
　中島茂幸 他共著

6/24日 第1 回オープンキャンパス
7/17火 所属学科選考ガイダンス［2年次］（予定）
7/19木 志望学科届提出期限［2年次］（予定）
7/31火 振替講義日（月曜日分）
8/2木 前期講義終了
8/3金 夏季休業開始
8/6月 成績開示開始、成績・採点異議申し立て受付
8/7火・8水 第2 回オープンキャンパス
8/9木 成績・採点異議申し立て受付終了
8/14火〜16 木 全学休業日
8/29水 海外語学留学生出発【中国】（予定）
8/30木 海外語学留学生出発【韓国】（予定）
9月中旬 所属学科発表［2年次］（予定）
9/12水 前期修学指導面談（予定）
9/13木 夏季休業終了
9/14金 1年次ガイダンス、2年次ガイダンス
9/18火 3年次ガイダンス、4年次ガイダンス
9/18火・19水 1年次履修登録
9/19水・20木 2年次履修登録
9/20木・24月 3年次履修登録
9/22土 北海商科祭
9/24月・25火 4年次履修登録
9/26水 履修登録訂正日
9/27木 後期講義開始
9/30日 第3 回オープンキャンパス
11/10土 体育祭
11/13火 後期修学指導面談（予定）
11/25日 公募推薦試験
12/26水 振替講義日（月曜日分）
12/27木 冬季休業開始（1/8火終了）

ルトが好きになり、日本語を学ぶきっ
かけになりました。ファッションや音
楽など日本文化に魅かれます。こちら
に留学してからはゼミでの勉強が面白
いです。先生方は皆さんとても親切で
すし、中国語を勉強している友達とも
お互いに教え合ったりしています。旅
行も沢山して、日本を見たいと思って
います。
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「東アジアのビジネスと文化・環境」が開催される

本年も交流協定校である韓国の大田
大学校、中国の煙台大学、山東大学威
海分校から、交換留学生合わせて16
名を本学に迎えました。語学プログラ
ムを中心に一般科目も履修し、1年間
共に学ぶことになります。各大学から
１名ずつ抱負を聞きました。

（6月15日現在）

お問い合わせ先
北海学園北東アジア研究交流センター（HINAS）

前期公開講座開催

新刊紹介

新任教員挨拶・略歴、交換教員紹介

平成24年度交換留学生が来日
平成24年の行事予定

2『 オバ マを読む  アメリカ政治思想の文脈 』

1『 アメリカ政 治 外交 史［ 第二 版 ］』

3『文化科学の現在─ 対応のある t 検定 , 新古典複合語 ,

　 アーレント , そして資本主義 , コモディティ化 , 中小企業の会計 ─』
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